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セッション概要

エンジニアから沸き起こる「情熱」と「楽しさ」を源泉としたOSSが、
いまや社会インフラとなりつつあります。

この大切な活動を、コミュニティとして次世代へどうつなげていくか

…これは今、世界中の仲間が直面している共通の悩みでもあります。

本セッションでは、欧州での「デジタル主権」を巡る協働への模索をヒ
ントに、「OSSと社会」のいい塩梅を一緒に探してみたいと思います。
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本日のアジェンダ

1. アイスブレイク

2. わたしとOSS

3. わたしと世界

4. わたしと未来
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みなさんへ質問︓OSCへの参加は何回目︖

1. 会場参加/オンラインともに初参加

2. 会場参加は初めて（オンラインは参加したことがある）

3. 会場参加は2回目

4. 会場参加は3回以上
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わたしとOSS
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武藤 周 NECソリューションイノベータ
Shu Muto
NEC Solution Innovators, Ltd.
Innovation Laboratory
Open Source Strategy Professional

@shu-mutou

2015 OpenStack Dashboard Plugins Maintainer
2019 Kubernetes Dashboard Maintainer (Jan 2026 Archived)
2019 SIG UI Chair
2019 Kubernetes Upstream Training Japan Organizer (KUTJ)
2023 CNCF Ambassador
2023 CNCJ Board、SIG KUTJ 代表、SIG Biz Organizer
2025 TODO OSPO Ambassador

LF Japan Community Day
2025-10-22 発表資料より

今回の私の話は
右の資料からの引用です。

ご参照ください

https://www.linuxfoundation.jp/events/2025/08/lf-japan-community-days-2025-in-osaka/
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Code for Japan フェロー
総務省 地域情報化アドバイザー
国土交通省 地理空間情報課ラボ サポーター
酪農学園大学 農食環境学群 客員講師

Yfuru2454

株式会社 MIERUNE
取締役・エヴァンジェリスト

古川 泰人
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2007年
第二波

1998年
第一波

古川

わたしとOSS…
アカデミア畑の端っこにいたわたしにとって

衝撃的なOSSとの出会い

https://www.r-project.org/ https://qgis.org/

https://www.r-project.org/
https://www.r-project.org/
https://www.r-project.org/
https://qgis.org/
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古川

わたしとOSS…
OSSコミュニティの仲間と

2016年に創業
「使う」⇒「創る」を目指している

https://www.mierune.co.jp/

https://www.mierune.co.jp/
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わたしと世界
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特定企業・特定国への依存は、突然の値上げ・障
害・サービス停止といったリスクを伴う。

OSSは依存構造を緩和し、自律的に技術を維持し
制御するための共通基盤。

しかし近年、世界的にOSSプロジェクトやコミュ
ニティの持続性が危ぶまれている。

• 人材・資金・運営体制の脆弱化
• 政策・市場環境の変化による影響
• 社会インフラを支えるOSSへの過剰な負担

OSSは技術主権と社会の安定を支える基盤であるが…

画像︓"Dependency" by xkcd is marked with CC BY-NC 2.5. 
To view the terms, visit 
https://creativecommons.org/licenses/by-nc/2.5/.
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欧州委員会によるOSS貢献の価値についてのレポート

OSS への投資は
65～95 倍の ROI

OSS 貢献 10% 増で
GDP 0.4～0.6 ％増

14
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引用︓European Commission. Commission publishes study on the impact of Open Source 
on the European economy. https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/news/commission-
publishes-study-impact-open-source-european-economy
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Contributor Ranking

オープンソースの文化がある企業
Co
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Contributor Ranking

オープンソースの文化が広まっていない企業

約 10% (最大 12.5%) の貢献者が
75% の貢献数を稼ぐ

4.60%

6.06%
89.34%

必要なときにアドホックに
貢献する多くの従業員

全社ルールやその運用部署があり、
貢献の障壁が低い

メンテナーやフルタイムで貢献する
OSSにフルコミットする従業員

他の従業員はほとんど貢献しない

15% 以上(最大 40%弱) の貢献者が
75% の貢献数を稼ぐ

数10人の貢献者

全社ルールやその運用部署が欠如し、
貢献の障壁が高い

数100人の貢献者

特定の個人あるいは専門チーム
のみが貢献している

9.20%

6.46%
84.34%

CNCF 貢献数 Top 50 企業のうち、従業員1万人以上の大規模IT企業における
貢献者ランキング ⇨ 貢献レベルごと貢献者タイプごとの貢献数の傾向と考察

滑らかな反比例様
の曲線 歪な曲線

企業の貢献数の25％を稼ぐ
アクティブな貢献者の割合

企業の貢献数の25％を稼ぐ
アドホックな貢献者の割合

企業の貢献数の50％を稼ぐ
トップ貢献者の割合
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武藤
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My Keywords

GIS
Ecological Science
Civictech
OpenData
OpenSource
OpenScience

+Community
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わたしと世界…
同好の士が世界にいる発見
もしOSSに触れていなければ

どんなふつーの人生になっていただろうか

＠Code for Japan Summit 2024

https://www.code4japan.org/news/summit2024
https://www.code4japan.org/news/summit2024
https://www.code4japan.org/news/summit2024
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古川

引用︓QGIS LAB by MIERUNE.世界は本当にQGISを愛している…のか. 
https://qgis.mierune.co.jp/posts/blog_qgis_evolution_use

わたしと世界…
QGISの起動回数は世界的に増加傾向

2025年は起動2億回(0.15秒/回)

https://qgis.mierune.co.jp/posts/blog_qgis_evolution_use
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古川

わたしと世界…
QGISのプラグイン公開数はこの2年でハイペースに

QGIS本体へのコミット数は減少傾向
AI の世界的影響︖

引用︓QGIS LAB by MIERUNE.世界は本当にQGISを愛している…のか. 
https://qgis.mierune.co.jp/posts/blog_qgis_evolution_use

https://qgis.mierune.co.jp/posts/blog_qgis_evolution_use
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わたしと未来
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武藤

引用︓Bianca Trinkenreich and Adrienn Lawson, “The 
2025 State of OSPOs and Open Source Management: 
Aligning with New Organizational Priorities,” foreword by 
Yuichi Nakamura, The Linux Foundation, August 2025.

12のトピックス
（INFOGRAPHIC）
OSPOの設立・運営において、
どのような利点や困難があった
のか

LF Research: 
The 2025 State of 
OSPOs and Open Source 
Management
2025年8月公開
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新技術対応

OSSスキル不足

開発者体験の向上 理解不足

貢献推進

OSPO設立

セキュリティ
技術戦略

AI戦略

コンプライアンス
遵守

品質・
セキュリティ向上

貢献増大影響力増大
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個
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開発者

組織

組織
組織

組織

開発者

組織

開発者

組織

組織

組織

研究者

組織

組織

開発者

開発者

直接的

間接的

組織的な
技術力

内部的な
改善力

外部からの吸収力

解消

社会・業界への
貢献・評価

エンゲージメント
人事的評判

外部への影響力

後続
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様々なコントリビューション

22

武藤
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Intelligence Layer︓応用/知能レイヤ

Service Layer︓サービスレイヤ

Data Layer︓データレイヤ

処理レイヤの選択性＋オープンな接続性を考慮した構成も提案されている

REST API
OGC API
MCP .etc

23
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参考︓CARTO. Geospatial Sovereignty in the Age of AI: A Layered Approach. 
https://carto.com/blog/geospatial-sovereignty-in-the-age-of-ai-a-layered-approach
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先行事例︓英国地質調査所の
主権的(Sovereign)観点による
プロプラからOSSメインへのリプレイス計画(2021-)

現場ニーズ(現地調査ツール・PostGIS)への柔軟で素早い対応
OSS自作ツールの公開による社会還元・科学への貢献
Public Money, Public Codeの精神(公金を公益に)

24
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参考︓Fosstodon. https://fosstodon.org/@volcan01010/115844699110534019
Mergin Maps. Open source geological mapping with British Geological Survey. 
https://merginmaps.com/case-studies/open-source-geological-mapping-with-
british-geological-survey

> Control and portability are my main arguments 
> for #opensource in #gis.
(GISにおけるオープンソースの核心は“自分たちで制御できること”と
“持ち運べること”にある)

https://fosstodon.org/@volcan01010/115844699110534019
https://fosstodon.org/@volcan01010/115844699110534019
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1980-90?
Copyleft!

1990-2020?
Co-opetition

2020-?
Sovereign

OSSをめぐる歴史と成長の雑い理解一例

25
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※尖ってたOSSパンク青年が、やがて家庭を持ち、いまは社会とのかかわりを実践している…というイメージ
（もちろん全ての事象を示す意味ではありませんのでそこはご容赦を）
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「OSSコミュニティの四類型」説
CLUBS（クラブ）

● ニッチだが尖っている
● 同好会型

○ 使う人が作る人、文脈が共有されやすい
○ 新規参入のハードル高

● 例︓Astropy/MAME/BioRuby etc.

FEDERATIONS（連邦）
● ユーザーも貢献者も成長し続ける
● 大規模協調型

○ 拡張/ドキュメント/運営が育ちやすい
○ 調整コスト／ガバナンス設計が常に必要

● 例︓Linux/Rust/Python/PostgreSQL etc.

TOYS（おもちゃ）
● 体験・学習・試作の段階
● 個人工作型
● 作者の興味関心ドリブン
● 「コミュニティ」化はこれから

○ 継続・保守体制は発展途上
● 例︓ほとんどのGitHubリポジトリ etc.

STADIUMS（スタジアム）
● 少人数の保守者に需要が集中
● 観客席型

○ 少ないプレーヤを大観衆が取り囲む
○ 参加は“利用・要望”が中心・貢献は少数
○ 殺到する要望にメンテナの負担が過大
○ 人気が出るほど燃え尽きやすい
○ 企業依存でも保守負担が個人に残りがち

● 例︓Homebrew/SQLite/Bootstrap etc.
貢献者数（低→高）

ユーザー数（低→高）

26

古川 参考︓azu (@azu_re) YAPC::Fukuoka 2025. 読む技術・書く技術・伝える技術 15年
続けて分かった持続可能なオープンソース開発. 
https://azu.github.io/slide/2025/yapc/opensource-15years.html
Nadia Eghbal. Working in Public: The Making and Maintenance of Open Source 
Software. https://press.stripe.com/working-in-public
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今後の一例︓
大規模OSSのコードレビューを支える開発者を

OSS企業が有償契約で募集(2026/2)
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古川

参考︓Qslandia. Call for interest : code review contracts by Oslandia for QGIS. 
https://oslandia.com/en/call-for-interest-qgis-qt-reviews-contracts/
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LF Research: ROI for Open Source Software Contribution
OSS貢献の価値を数字で述べた最新の貴重な調査結果です。
OSS貢献を組織内で行う経営層や現場の理解を深めるために活用しましょう︕

28

武藤

引用︓Adrienn Lawson and Sam Boysel, “ROI for Open 
Source Software Contribution: Insight from the Open 
Source ROI Survey and Economic Model,” forewords by 
Chris Aniszczyk, Hillarie Prestopine, and Masato Endo, 
The Linux Foundation, 
February 2026.
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付録
会場で行ったリアルタイムアンケートの
回答結果
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